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20. 2種のアグロパストラルシステムにおけるpan,. cum maximum

草地の乾物生産性と飼料価値の比較

〔要約〕 4年間夏ダイズ単作跡地に造成されたPanicum maximum放牧草地では、高い乾物生産性及び
飼料価値が示される。4年間夏ダイズ冬ミレット輪作跡地においてもP. maximumの 高い乾物生産性、
飼料価値を発揮させるには、窒差などの施肥管理が重要である。
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〔背景・ねらい〕
現在、南米の亜熱帯地域では牧草地と農耕地を相互に輪換することにより 、荒廃した草地の更新を図り

つつ 、作物の連作によって損耗した 耕地土壌中の有機物を回復させようとする農牧輪換システム（アグ
ロパストラルシステム）の開発が進められている。本研究では、アグロパストラルシステムにおける前
作作物が後作P. maximum草地の牧草生産性に 及ぼす影碧、並びに生産に及ぼす要因について明らかにす
る。

〔成果の内容• 特徴）
I. ブラジル肉牛研究センタ ー 内の4年間夏ダイズ単作跡地 、及び4年間夏ダイズ冬ミレット輪作跡地

に造成されたP. maximum放牧草地(0.7ha、各2反復）において1998年4月より1999年1月まで 6
週間ごとに刈り取り調査（移動ケ ー ジ法）を行い 、牧草生産量、リタ ー 分解批、及び 総乾物生産批を
測定した。前作ダイズの1993年から1996年までの4年間の平均収盤は夏ダイズ単作区が2500kg/ha、
夏ダイズ冬ミレット輪作区が 26l8kg/haである。

2. 調査期間中の牧草の乾物現存量平均値、牧草生産量、総乾物生産最のいずれも 、夏ダイズ単作跡区に
おいて顕著に高い傾向が認められる（表I)。

3. L998年5月及び 9月に牧草地上部サンプルを採取し 、In vitro有機物消化率、及び粗タンパク質、中
性デタ ー ジェント繊維、酸性デタ ー ジェント繊維、リグニン、N、Ca、Mg、P、K、Na、Fe、Zn、及び
Cuの含有率を測定すると 、夏ダイズ単作跡区の昧Jlタンパク質、窒素及び銅の含有率は夏ダイズ冬ミレッ
卜輪作跡区よりも有意に高かったが（表2) 、その外の含有率には差が認められない。

4. 土壊分析では、両処理区の 土壊中の全窒素、銅の含有率に 差は認められないが、インキュベ ーション
窒素含有率（可給態N) は夏ダイズ冬ミレット輪作跡区が有意に高い（表3)。 これらから 、夏ダイズ
冬ミレット輪作跡区では、夏ダイズ単作跡区に比較して 、土壌中の窒素が後作のP. maximumに吸収さ
れにくくなっていることが推察され 、こうした前作の違いによる 土穣の理化学的特性の変化が後作の
?.maximum草地の乾物生産性及び飼料価値に影評を与えているものと雅察される。

〔成果の活用面・留意点〕
］． 夏ダイズ単作跡区では、土穣肥沃度や肥料に対する要求性の高いP. maximumでも高い乾物生産性及

び飼料価値が示される ことが明らかとなった。土地利用効率の向上、ダイズ裏作雑草の抑制及び土壊
養分の保全という観点からすると夏ダイズ冬ミレット輪作の方が望ましいが 、その輪作跡地でもP.
maximumの高い生産性を期待する場合には窒素等の施肥管理が必要となる。

2. 前作の 作付け体系の違いによる土壌の理化学的特性の変化については、長期的な視点からの検討が 必
要である。
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〔具体的デ ー タ）
表1 夏ダイズ単作跡、及び夏ダイズ冬ミレット輪作跡Panicum maximum草地の平均乾物現存量及び乾物

生産量 (n=10) 

処理区 平均(D乾M物t/現ha存) 屈 乾物生産屈 (OM t/ha/253日）

牧草生産鼠 リタ ー 分解巌 総生涯載

夏ダイズ単作跡 12.7士1.7 10.1 土 0.7 6.5 土 1.0 16.6士l.7

夏ダイズ冬ミレット輪作跡 9.0士1.3 5.1士3.6 5.3士0.7 10.3 土 2.9

平均 10.9 7.6 5.9 13.5 

表2 P. maximum草地の地上部植物体サンプルの粗タンパク質、窒素及び銅含有率及び消化率

処理区

夏ダイズ単作跡

夏ダイズ冬ミレット輪作跡

平均

各処理区内反復数

粗タンパク質

（％） 

12.7士1.7

8.6士1.8

10.7 

(n=4) 

表3 P. maximum草地の土壌分析値

処理区

夏ダイズ単作跡

夏ダイズ冬ミレット輪作跡

平均

各処理区内反復数

全窒素

（％） 

0.098 土 0.002

0.098士0.003

0.098 

(11=8) 

消化率 窒素 銅

（％） （％） (mg/kg) 

56.0士4.0 l.92 土 0.13 6.50士0.27

51.8士5.0 1.31士0.21 4.55 土 0.50

53.9 1.6 I 5.53 

(n=4) (n=I� (n=4) 

インキュベ ー ション窒素 鋼

(mgN/kg soil) (ppm) 

49.3 土 2.5 3.56士0.58

60.3 土 4.0 3.32 土 0.67

54.8 3.44 

(n=4) (n=4) 

土壌サンプルは1998年8月に採取。インキュベーション窒素は土穣を30℃で4週問保温陥骰後、
10%KCI溶液で抽出された硝酸態及びアンモニア態窒素の合計値。
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